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論 文 内 容 の 要 旨
　請求論文は、これまでほとんど研究されてこなかった日本キリスト教婦人矯風会（以下、矯風会）設立期
から現代に至るまでの歩みとその宣教論的意味を明らかにすることを目的としている。その中でも、植民地
時代（1886 ～ 1945年）の朝鮮における矯風会の活動や朝鮮に対する理解や宣教理念と実践を究明すること
に集中している。その上で、特に1921年の矯風会朝鮮部会設立及び1939年の朝鮮基督教女子節制会との合併
とその後の歩みを比較しつつ、今日における両者の宣教理解とその方向性を明らかにすることへと論点を展
開している。この目的を達成するために、日本のプロテスタント史をその草創期から形成した人物が関与し
た、矯風会機関紙『婦人新報』を中心に関連する資料を調査、分析している。
　第１章において、矯風会の設立から日清、日露戦争を経て韓国併合に至るまで（1886－1910年）の日韓関
係を整理し、『婦人新報』に掲載された記事から日本の女性キリスト者の朝鮮に対する理解を分析している。
日清戦争を前後して、矯風会は朝鮮を以下のように理解していた。第一に、日本の助けによって中国から独
立すべき国、第二に、風俗を正さなければならない国である。矯風会がこの二つの使命に奉仕する女性団体
でなければならないという自己認識を持っていたことを明らかにしている。
　第２章では、植民地時代（1910－1945年）における矯風会と朝鮮基督教女子節制会との合併、日本の敗戦
による合併解消に至るまでの過程とその背後にある矯風会の朝鮮に対する理解を考察している。ここでは、
矯風会の朝鮮に対する理解と宣教目的が帝国主義的動機に基づいていたこと、さらに第１章において明らか
にされた矯風会の自己認識が日露戦争の時代にも引き継がれ朝鮮に対する同情的、支配者的な認識が維持さ
れていったことを究明している。
　第３章では、前章で明らかになったことを、女性キリスト教団体として同時代を過ごした YWCA の機関
紙『YWCA』及びキリスト教的な背景を持つ『女學雜誌』との比較分析を行うことにより、矯風会のみな
らず当時の日本の女性キリスト者の朝鮮に対する理解を幅広く把握し、総合的な考察を行っている。この考
察により、日本の女性キリスト者が朝鮮に対して「保護してあげるべき」存在、「不憫な女性たちをキリス
ト教信仰に導き日本人として生まれ変わらせる」といった理解と宣教的動機を有していたことを明らかにし
ている。
　第４章では、矯風会が植民地である朝鮮に対する宣教理念とその目的と動機について考察している。特
に宣教学者ボッシュが19世紀から20世紀の世界宣教の動機を帝国主義的動機、文化的動機、ロマンティック
な動機、教会的植民地主義に分類していることに基づいて、矯風会の朝鮮における宣教を宣教論的に分析し、
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その動機を帝国主義的動機として分類できることを論じている。
　第５章は、矯風会の宣教に帝国主義的動機があったことの論拠を強めるために、淑明女学校の設立過程を
取り上げている。資料の分析を通して、淑明女学校設立に大きく関わった矯風会朝鮮部会会長淵澤能惠の背
後には朝鮮総督府や淵澤が所属していた日本組合基督教会の後押しがあったことを明らかにしている。これ
により日本の朝鮮の植民地化政策の延長線上に矯風会の活動があったことが明確となり、帝国主義的動機に
よって矯風会の朝鮮における宣教が始められたという解釈を根拠づけている。朝鮮における女子教育の必要
性を求めたという淵澤の女学校設立目的は、日本の帝国主義を拡大させるための植民地支配という大きな波
の中に埋もれていたことが明らかになったことで、現淑明女子大学校の学校史をも揺るがす研究成果となっ
ている。
　第６章では、矯風会の宣教理念や方法の変遷をたどりつつ、戦後合併を解消し、その後矯風会とは異なる
宣教方策を取った大韓基督教女子節制会の宣教理念を比較分析して、合併解消以降の矯風会と大韓基督教女
子節制会の交流と宣教理念の分化に至る背景を究明している。
　結論として、日本の敗戦から現在に至るまでの両団体の活動とキリスト教宣教理念を整理することにより
新しい研究テーマを導きだしている。矯風会は戦前に維持してきたピューリタニズム的な個人的倫理観から
転換し、敗戦後には社会集団の中で疎外された者の声を聴くところに宣教課題を見出し、その活動を再構築
してきた。これに対して、大韓基督教女子節制会は解放以前から持っていた個人の救いに焦点を当て、禁酒
禁煙運動によってこの個人の救いが得られるという宣教課題を堅持してきた。この違いの背景には、敗戦後
の韓国のキリスト教と日本のキリスト教、両国に影響を及ぼした宣教師の特色、さらには福音派と WCC 関
連の教会の宣教理念の違いがあること、「純潔」といった特に女性に関わる用語や女性団体の戦争責任、日
本軍「慰安婦」問題に関する議論など、これまでの日韓キリスト教史研究にはみられない女性独自の研究の
視座があることを明示している。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　これまでの日韓のキリスト教に関する研究は男性を対象の中心に置いた研究が多く、女性が中心に形成し
た資料の整理はなされてこなかった。その背景には、女性キリスト者も男性キリスト者と同じ立場、同じ見
方を示しただろうという強い推測があった。このような問題点を解決するため、本論文が『婦人新報』を中
心とした資料を綿密に分析することによって、女性キリスト者に焦点を当てて歴史学的及び宣教学的考察を
試みていることは意義のある研究であるといえる。それだけではなく、その背景にある宣教論、特に第２次
世界大戦後、元々は一つの流れの中にあった矯風会と大韓基督教女子節制会が全く違う道を歩み始め、今日
に至る展開と宣教論を解明していることは興味深い結果であると言える。
　上記のような本論文の意義を認めつつも、以下の点を課題として指摘したい。
　女性サイドの資料を丁寧に分析していること、特に、女性のキリスト者の朝鮮宣教の実践として行われた
淑明女学校の設立の歴史とその展開について新しい観点を提供していることは研究として大きな意義がある。
ただ一方で、淑明女学校の設立の歴史とその展開というテーマの大きさゆえに、４章と５章の間には論文の
流れとしての断絶があり、５章が浮き上がっている印象がある。全体の構成を考慮すれば、５章は補遺とす
べきだったかもしれない。
　男性中心の研究に対する批判をもとに研究が進められ、矯風会が当時の男性キリスト者の考えを補完する
ような役割を担っていたことを明らかにしていることは評価できるが、その原因やそこに働いた当時のキリ
スト教の特性などを解明し、さらに戦前・戦中・戦後の女性研究、ジェンダー研究との対話がなされること
によって研究に深みが出てくるのではないかと思われる。
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　資料の収集と分析は十分になされているが、その宣教論的な分析に関しては課題を残している。まず、日
本人女性の朝鮮伝道においてキーワードとして「神の国」を導き出しているが、この神の国理解の神学的背
景やその内実についての神学的考察が十分ではないのは惜しい点である。神国としての日本の理念がキリス
ト教的な神の国と重なる根拠は何か、この点へのさらなる考察が課題となろう。 第２次世界大戦前の宣教
理念の分析をボッシュの分析を用いて行っているが、日本の朝鮮宣教の理念の形成過程とその宣教論的かつ
社会的な背景の解明がなされることが、日本における宣教学の課題である。また、戦後に視点を移すならば、
矯風会と大韓基督教女子節制会の宣教理念と実践が分かれていった原因を究明し、今日における宣教のあり
方を議論するという宣教学的なアプローチには不十分な点が見られる。
　以上の批判点は、今後の研究課題として挙げられたものであり、申請者は口頭試問においてこれらの指摘
に応答し、研究課題として認識していることも示した。申請者には、本論文を出発点としてさらに研究を進
め、より広い視野と知識の中で研究テーマを深めるよう期待するものである。
　以上のような審査の結果、審査委員会は、神学研究科の定める博士論文審査基準を満たしており、博士学
位を授与されるに相応しいものと判断し、報告する。
